
 
研究要旨
25 年度は、厚生労働省認知療法・認知行動療法研修事業において、研修参加者の技能を評価し、
臨床アウトカムとの関連を検証するシステムを整備する。
評価体制について討議し、候補となる評価尺度、評価スケジュール原案を作成した。
 
 

A. 研究背景と目的
認知行動療法の質の測定方法の確立と、臨床アウ
トカムの関連の検証を行う。平成
生労働省認知療法・認知行動療法研修事業におい
て、研修参加者の技能を評価し、臨床アウトカム
との関連を検証するシステムを整備する。
 
B. 研究方法
研究初年度の本年は評価項目の選定と、評価体制
について討議を重ねた。
 
C. 結果 
下記の評価尺度を検討中である。
【基本的な治療態度】
・Work Alliance Inventory
WAI は治療同盟の質の
・Barrett
共感の質を評価する
【認知行動療法の実践能力とメタ能力】
・Cognitive Formulation Rating Scale
CFRS は病歴聴取、症例の概念化、治療計画を評
価する 12
Academy of Cognitive Therapy(ACT)
が合格点である。
・Cognitive Therapy Scale
 認知療法の構造や進め方に関する
価尺度。
【患者評価】
・Beck Depr
・Quick Inventory of Depressive Symptomatology 
self-report
 ともに抑うつの評価尺度。
・Unwanted events / adverse therapy reaction
 副作用の内容と起因について評価尺度。
 
D. 考察 
上述の評価尺度を下記のスケジュール原案をも
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